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■平成27年度各会計の決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（単位：千円）
（単位：千円）会　　　　計 歳　　入 歳　　出 繰越すべき財源 実質収支

一般会計 1,866,283 1,424,709 14,229 427,345

国民健康保険事業勘定 155,381 143,266 0 12,115

国民健康保険直診勘定 104,332 103,023 0 1,309

簡易水道事業 26,438 22,028 0 4,410

水源の里保健休養施設事業 23,066 22,308 0 758

特定環境保全公共下水道事業 176,225 172,252 0 3,973

有線テレビ放送施設事業 6,176 6,086 0 90

教育奨励資金 3,283 600 0 2,683

介護保険 106,283 94,437 0 11,846

温泉事業 212,034 209,761 0 2,273

介護サービス事業 549 287 0 262

後期高齢者医療 15,753 11,219 0 4,534

平成27年度  決 算
　平成27年度の決算がまとまり、決算監査を経て、
9月定例議会に提出され認定されました。

　一般会計の歳入総額は18億6,628万３千円（平成26
年度は17億5,452万４千円）、歳出総額は14億2,470万９
千円（平成26年度は15億5,447万３千円）、差引額は４
億4,157万４千円（平成26年度は２億５万１千円）で
した。
　昨年度の主な事業は、丹波山温泉薪ボイラー導入工
事、林業専用道山王沢１号支線開設工事、林道大指線
法面復旧工事、橋梁長寿命化修繕事業、消防署丹波山
出張所新築工事等になります。
　なお、平成28年度に繰り越される1,422万９千円を
差し引くと実質収支は４億2,734万５千円となります。

歳入 18億6,628万3千円
歳出 14億2,470万9千円

一般会計
決算

■一般会計歳出決算の内訳　　　（単位：千円）■一般会計歳入決算の内訳　　　（単位：千円）

議会費 28,063（2.0%）

 総務費
207,963

（14.6%） 民生費
171,341

（12.0%）

衛生費 
59,330

（4.2%）

農林水産業費 
188,957

（13.3%）
商工費 
59,989（4.2%）

土木費
325,644（22.9%）

消防費 
175,756

（12.3%）

公債費
113,382（8.0%）

教育費
94,284（6.6%）

村税 51,796（2.8%）

地方譲与税等
20,054（1.1%）

地方交付税
968,949（51.9%）

国県支出金
151,806

（8.1%）

使用料及び手数料
7,660（0.4%）

村債
284,627（15.3%）

その他 1,768（0.1%）

諸収入
177,407（9.5%）

繰越金
200,051

（10.7%）

分担金及び負担金
2,165（0.1%）
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、地方公共
団体の財政危機の早期発見と健全化を促すことを目的とし、財

政健全化判断比率及び資金不足比率の公表を義務付けています。丹波山村の平成27年度の決算における財
政指標は次のとおりです。いずれの比率も国で示す基準値を下回り、財政の健全化が確保されています。

　平成27年度決算における健全化判断比率及び資金不足
比率について村監査委員により審査が行われ9月定例村
議会に報告されました。

早期健全化基準とは…健全化判断比率のうち、この基準を一つでも上回ると「財政健全化段階」となり財
政健全化計画を策定し、議会の議決を要します。

財 政 再 生 基 準 と は…健全化判断比率のうち、この基準を一つでも上回ると「財政再生段階」となり財政
再生計画を策定し、議会の議決を要します。

■財政健全化判断基準

指　　標 27年度比率 早期健全化
基準

財政再生
基準 説　　明

実質赤字比率 赤字なし １５％ ２０％ 一般会計の実質収支額が赤字の場合、標準的な財
政規模に対する赤字額の割合を示す比率

連結実質赤字比率 赤字なし ２０％ ３０％ 全会計を対象とした実質収支額が赤字の場合、標準的
な財政規模に対する赤字額の割合を示す比率

実質公債費比率 ２. ６％ ２５％ ３５％ 一般会計等から支出する元利償還金などの標
準的な財政規模に対する比率

将来負担比率 赤字なし ３５０％ ― 一般会計等が将来負担するべき実質的な負債
の標準的な財政規模に対する比率

■資金不足比率
特別会計 資金不足比率 経営健全化基準 説　　明

簡易水道事業 資金不足なし
２０％

公営企業会計ごとの収入と支出の差引が赤
字の場合の、事業規模に対する資金不足額
の割合を示す指標特定環境保全下水道事業 資金不足なし

財政健全化
指標の公表

秋の叙勲の受章
　平成28年秋の勲章に長年消防団副団長、
団長を務められた岡部清さんが受章いた
しました。

▲ 岡部清さん（前列左から２人目）

温かい善意
ありがとうございました

　
三
共
建
設
（
株
）
様
よ
り
、

子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
1
0
0
万
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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■
一
般
質
問

　
質
問
内
容

　�「
地
方
版
総
合
戦
略
の
今
後
の
推
進
体
制

及
び
効
果
検
証
体
制
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
守
屋
保
志
議
員

　�「
丹
波
山
村
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
今
後

の
施
策
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
酒
井
隆
幸
議
員

　「
岡
部
村
政
・
村
長
の
進
退
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
守
屋
茂
久
議
員

◎
村
長
提
出
議
案

■
条
例
改
正
の
件

　
丹
波
山
村
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

１
億
１
，
６
６
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
は
13
億
８
，
７
７
８
万
７

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

☆
主
な
歳
入
の
内
容
は
、　

　
地
方
交
付
税
　
　
　
　
３
，
２
８
３
万
円

　
繰
入
金
　
△
２
億
３
，
５
０
５
万
４
千
円

　
繰
越
金
　
　
３
億
１
，
４
０
５
万
４
千
円

　
な
ど
で
す
。

☆
主
な
歳
出
の
内
容
は
、

　
臨
時
福
祉
給
付
金
等
支
給
事
業
費

　
１
４
５
万
２
千
円

　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費

　（
大
常
木
ト
ン
ネ
ル
付
近
）　   

　
70
万
円

　
役
場
庁
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
費

　
５
１
０
万
９
千
円

　
農
道
成
畑
３
号
舗
装
工
事
　
６
７
０
万
円

　
林
道
大
指
線
法
面
工
事
　
　
２
６
０
万
円

　
鴨
沢
駐
車
場
舗
装
改
修
工
事　

２
７
０
万
円

　
七
つ
石
小
屋
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
工
事

　
１
０
０
万
円

　
小
学
校
校
舎
裏
落
石
防
止
工
事

　
１
３
０
万
円

　
岩
手
国
体
ク
ッ
ブ
競
技
参
加
費

　
14
万
９
千
円

　
下
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

　
７
０
０
万
円

　
村
債
償
還
に
必
要
な
所
要
額
の
積
立
金

　
２
９
０
０
万
円

　
医
科
診
療
所
レ
ン
ト
ゲ
ン
シ
ス
テ
ム

　
改
修
費
　
　
　
　
　
　
２
１
７
万
１
千
円

■
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、

事
業
勘
定
会
計
に
１
０
３
万
３
千
円
を
、
直

診
会
計
に
２
１
７
万
１
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
水
源
の
里
保
健
休
養
施
設
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
水
源
の
里
保
健
休
養
施
設
事
業
特
別
改

正
予
算
は
、
60
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
丹
波
山
村
特
定
環
境
保
全
公
共

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　
丹
波
山
村
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
は
、
７
０
０
万
を
追

加
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
７
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
決
算
の
認
定

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
ほ
か
特
別
会
計

10
会
計
に
つ
い
て
、
村
監
査
委
員
に
よ
る

決
算
監
査
を
経
て
、
提
出
さ
れ
全
会
計
と

も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
議
会
９
月
定
例

会
に
お
い
て
、
平
成

28
年
９
月
30
日
任
期

満
了
の
守
屋
孝
芳
さ

ん
が
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
32

年
９
月
30
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

新
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

村 議 会
９月定例会

　村議会９月定例会は、９
月13日に開会、21日に閉会
しました。
　３議員からの一般質問の
後、審議された内容は、村
長提出議案の条例改正１
件、補正予算５件、決算認
定11件、人事案件１件が提
出され、すべて原案のとお
り可決されました。

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
す
！

こ
ん
に
ち
は

～
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

　
　
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
～

　
も
し
、
自
分
の
家
族
が
認
知
症
に

な
っ
た
ら
、
私
た
ち
は
何
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
認

知
症
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
認
知
症
は
単
な
る
物
忘
れ
と
は
違

い
ま
す
。「
ご
飯
を
食
べ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
な
い
」、「
自
分
の
い
る
場
所

が
わ
か
ら
な
い
」
等
、
当
然
わ
か
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、

社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
の

こ
と
で
す
。

　
周
囲
が
気
づ
く
前
か
ら
本
人
は
な

ん
と
な
く
「
認
知
症
で
は
な
い
か
」

と
気
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
う

ま
く
で
き
て
い
た
こ
と
も
で
き
な
く

な
り
、
自
信
を
失
っ
て
し
ま
い
、
す

べ
て
が
面
倒
に
な
り
意
欲
や
気
力
が

な
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
認
知
症
は
記
憶
障
害
が
進
行
し
て

い
く
一
方
、
そ
の
人
ら
し
さ
や
感
情

は
保
た
れ
ま
す
。
周
り
の
対
応
次
第

で
は
、
怒
り
や
焦
燥
感
を
感
じ
や
す

く
な
っ
た
り
、
逆
に
症
状
を
和
ら
げ

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
誤
っ
た
知
識
が
病
気
の
進
行
を
招

く
こ
と
も
あ
る
た
め
、
認
知
症
へ
の

正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
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会　　計　　名 予算額 収入済額 収入率（％） 支出済額 支出率（％）
国民健康保険事業勘定 147,434 48,227 32.7 50,113 34.0 
国民健康保険直診勘定 94,733 20,305 21.4 38,197 40.3 
簡易水道事業 32,616 5,257 16.1 10,094 30.9 
水源の里保険休養施設事業 25,912 13,040 50.3 11,391 44.0 
特定環境保全公共下水道事業 171,819 6,301 3.7 62,687 36.5 
有線テレビ放送施設事業 10,602 1,759 16.6 814 7.7 
教育奨励資金 2,204 3,349 152.0 0 0.0 
介護保険 106,190 46,611 43.9 42,186 39.7 
温泉事業 204,424 81,622 39.9 75,508 36.9 
介護サービス事業 619 336 54.3 49 7.9 
後期高齢者医療 13,454 7,188 53.4 4,002 29.7 

計 810,007 233,995 28.9 295,041 36.4 

科　　　目 予算額 収入済額 収入率（％）
村税 49,776 30,844 62.0 
地方譲与税 4,801 1,177 24.5 
利子割交付金 50 39 78.0 
配当割交付金 270 58 21.5 
株式譲渡所得交付金 180 0 0.0 
地方消費税交付金 10,300 2,737 26.6 
自動車取得税交付金 670 227 33.9 
地方特例交付金 1 0 0.0 
地方交付税 652,830 553,790 84.8 
分担金・負担金 1,933 1,023 52.9 
使用料・手数料 10,122 4,591 45.4 
国庫支出金 69,194 8,681 12.5 
県支出金 27,919 2,164 7.8 
財産収入 1,703 3,691 216.7 
寄付金 1 1,321 132,100.0 
繰入金 19,420 0 0.0 
繰越金 327,102 441,573 135.0 
諸収入 121,915 2,125 1.7 
村債 89,600 0 0.0 

計 1,387,787 1,054,041 76.0 

科　　　目 予算額 支出済額 支出率（％）
議会費 27,188 16,166 59.5 

総務費 252,346 72,824 28.9 

民生費 200,905 55,180 27.5 

衛生費 91,845 17,464 19.0 

農林水産業費 87,751 9,353 10.7 

商工費 111,524 20,840 18.7 

土木費 262,107 6,577 2.5 

消防費 53,169 22,963 43.2 

教育費 117,126 46,491 39.7 

災害復旧費 0 0 0

公債費 104,826 56,576 54.0 

諸支出金 79,000 0 0.0 

予備費 0 0 0

計 1,387,787 324,434 23.4 

  特別会計予算の収支状況

【歳　出】　 　　　　　　　　  （単位：千円・％）【歳　入】　 　　　　　　　　　   （単位：千円・％）
  一般会計予算の収支状況

（単位：千円・％）

平成28年9月30日現在

平成28年度上半期財政公表

予 算 執 行 の 状 況

　予算執行の状況は、一般会計13億8,778万７
千円のところ、収入済額は10億5,404万１千円、
予算額に対する収入率は、76.0% でした。歳出
において支出済額は３億2,443万４千円、支出
率は23.4% となっています。
　特別会計では、全会計の予算合計額８億1,000
万７千円のところ収入済額は２億3,399万５千
円、予算額に対する収入率は28.9% でした。
支出済額は、２億9504万１千円で支出率36.4%
となっています。
　それぞれの会計ごとの歳入歳出状況は表の
通りです。
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　９
月
25
日
（
日
）、
村

民
体
育
祭
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　直
前
ま
で
天
候
が
安
定

し
な
い
日
が
続
き
ま
し
た

が
、
当
日
は
秋
晴
れ
の

中
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ

ん
が
一
同
に
会
し
、
時
に

真
剣
、
時
に
笑
い
あ
り
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
な
り

ま
し
た
。

　特
に
、
各
種
団
体
リ
レ
ー
は
、

会
場
全
体
が
大
き
な
歓
声
と
拍
手

に
包
ま
れ
、
ま
さ
に
体
育
祭
の
花

形
競
技
で
し
た
。

　平成28年9月24日（土）、甲府市の小瀬ス
ポーツ公園で、いきいき山梨ねんりんピック
2016が開催されました。
　本村からは、老人クラブ連合会の皆さんが
輪投げ、ペタンク、グランドゴルフの3種目
に出場しました。
　輪投げでは芦澤義廣さん、廣瀬俊之さん、
芦澤キミエさん、川端勝代さん、長島幸子さ
んの丹波山チームがブロックで１位、グラン
ドゴルフでは守屋春枝さんがホールインワン
賞を獲得し、ペタンクも一進一退の白熱した
好ゲームを展開するなど、スポーツの秋に相
応しい大会となりました。
　当日はくもりの天気で、時折強い雨も降り
ましたが、悪天候も吹き飛ぶ大活躍を見るこ
とができました。

　10月2日（日）、丹波山村と親交のある岩手
県住田町において、希望郷いわて国体デモンス
トレーション競技クッブ大会が開催され、丹波
山村からチームタバスキーの名前で、スポーツ
推進委員を中心として参加いたしました。
　住田町の美しい秋空の元、50を超えるチー
ムが参加し、盛大に大会が開催されました。

　結果は、予選リーグを惜しくも2位と
なりましたが、2位チームの交流
トーナメントで優勝いたしました。
　当日は、住田町の方々から多く
の声援をいただきました。非常に有
意義な一日でした。ありがとうござい
ます。

村村
民民
体体
育育
祭祭

いきいき山梨
ねんりんピック2016
いきいき山梨

ねんりんピック2016
いきいき山梨

ねんりんピック2016

スポーツの秋スポーツの秋

岩手国体クッブ競技に参加しました。In 住田町
～クッブの輪、ハイタッチの和～～クッブの輪、ハイタッチの和～

▲ 岩手県にタバスキー初上陸！

▲ 賞状とトロフィーをいただきました！
▲ クッブを倒すと自然と
ハイタッチが生まれます

▲ 先生と子どもたちの息はバッチリ！

▲ そーれ、入れ！

▲ さぁ、誰が一番速いかな？▲ リレーはやはり気合いが入ります

▲ みんなでジャンケン
　 一等賞おめでとう
　 ございます！

▶ 

い
つ
も
以
上
に
多
く

　

 

つ
け
て
み
ま
し
た
（
笑
）

▶ 

み
な
さ
ん
、
初
め
て
の
ク
ッ
ブ
は

　

 

い
か
が
で
す
か
？

　　多摩川源流ヒルクライムＴＴ in 丹波山・小菅
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

　10月16日（日）毎
年恒例となっている
ヒルクライムＴＴ in 
丹波山・小菅が開催
されました。
　今年は、小菅村を
メイン会場として開
催し、前年度までのコースに、松姫峠コースを加えた合計３回のタ
イムトライアルに、多くの参加者が挑みました。
　さわやかな晴天の中、緊迫のレース展開に加え、参加者の皆様に
は丹波・小菅の秋の味覚や風景を満喫していただきました。

▲ 多くの参加者でスタート地点が
埋め尽くされています▲ 商工会女性部による「きのこ汁」等のおもてなし

▶ 

ま
さ
に

　 「
バ
カ
坂
」
で
す

第4回
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　９
月
25
日
（
日
）、
村

民
体
育
祭
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　直
前
ま
で
天
候
が
安
定

し
な
い
日
が
続
き
ま
し
た

が
、
当
日
は
秋
晴
れ
の

中
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ

ん
が
一
同
に
会
し
、
時
に

真
剣
、
時
に
笑
い
あ
り
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
な
り

ま
し
た
。

　特
に
、
各
種
団
体
リ
レ
ー
は
、

会
場
全
体
が
大
き
な
歓
声
と
拍
手

に
包
ま
れ
、
ま
さ
に
体
育
祭
の
花

形
競
技
で
し
た
。

　平成28年9月24日（土）、甲府市の小瀬ス
ポーツ公園で、いきいき山梨ねんりんピック
2016が開催されました。
　本村からは、老人クラブ連合会の皆さんが
輪投げ、ペタンク、グランドゴルフの3種目
に出場しました。
　輪投げでは芦澤義廣さん、廣瀬俊之さん、
芦澤キミエさん、川端勝代さん、長島幸子さ
んの丹波山チームがブロックで１位、グラン
ドゴルフでは守屋春枝さんがホールインワン
賞を獲得し、ペタンクも一進一退の白熱した
好ゲームを展開するなど、スポーツの秋に相
応しい大会となりました。
　当日はくもりの天気で、時折強い雨も降り
ましたが、悪天候も吹き飛ぶ大活躍を見るこ
とができました。

　10月2日（日）、丹波山村と親交のある岩手
県住田町において、希望郷いわて国体デモンス
トレーション競技クッブ大会が開催され、丹波
山村からチームタバスキーの名前で、スポーツ
推進委員を中心として参加いたしました。
　住田町の美しい秋空の元、50を超えるチー
ムが参加し、盛大に大会が開催されました。

　結果は、予選リーグを惜しくも2位と
なりましたが、2位チームの交流
トーナメントで優勝いたしました。
　当日は、住田町の方々から多く
の声援をいただきました。非常に有
意義な一日でした。ありがとうござい
ます。

村村
民民
体体
育育
祭祭

いきいき山梨
ねんりんピック2016
いきいき山梨

ねんりんピック2016
いきいき山梨

ねんりんピック2016

スポーツの秋スポーツの秋

岩手国体クッブ競技に参加しました。In 住田町
～クッブの輪、ハイタッチの和～～クッブの輪、ハイタッチの和～

▲ 岩手県にタバスキー初上陸！

▲ 賞状とトロフィーをいただきました！
▲ クッブを倒すと自然と
ハイタッチが生まれます

▲ 先生と子どもたちの息はバッチリ！

▲ そーれ、入れ！

▲ さぁ、誰が一番速いかな？▲ リレーはやはり気合いが入ります

▲ みんなでジャンケン
　 一等賞おめでとう
　 ございます！

▶ 

い
つ
も
以
上
に
多
く

　

 

つ
け
て
み
ま
し
た
（
笑
）

▶ 

み
な
さ
ん
、
初
め
て
の
ク
ッ
ブ
は

　

 

い
か
が
で
す
か
？

　8 月 27 日

（土）、山梨中

銀スタジアム

（甲府市）に

おいて、毎年

恒例のヴァン

フォーレ甲府サンクスデーに丹波小から6名の児童

が参加しました。

　今年は小菅村との同時参加で、長谷川寿樹くん、

嶋﨑美月さん、守岡彩音さん、占部航太くん、

芦澤堅登くん、小川光希くんがフェアプレイキッ

ズとして雨の中、堂々と入場しました。

　試合は子ども

たちの応援が力

となり、後半ロス

タイムに劇的な同

点ゴールを決め、

引き分けとなり勝

ち点１を手に入れ

ました。

ヴァンフォーレ甲府
サンクスデー

▲ 雨の中、堂々と入場！

▲ 試合もフェアプレイで終わりました。
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▼
助
成
対
象
者
（
①
、
②
に
該
当
）

①
障
害
の
程
度

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

・
療
育
手
帳
（
Ａ
の
い
ず
れ
か
）

・
戦
傷
病
者
手
帳

　（
特
別
・
第
１
・
２
項
症
）

②
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
措
置

　�（
県
内
ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
が
助
成
対
象

で
す
。）

▼
受
付
期
間

・
平
成
29
年
１
月
４
日
（
水
）
～

　
２
月
10
日（
金
）
ま
で

・
郵
送
は
２
月
10
日
（
金
）
消
印
ま
で
有
効

▼
出
張
会
場
及
び
日
時

・
上
野
原
市
役
所
　
１
月
6
日
（
金
）

・
山
梨
県
富
士
吉
田
合
同
庁
舎

　
２
階
大
会
議
室
　

　
１
月
10
日
（
火
）、
26
日
（
木
）

・
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
１
月
13
日
（
金
）

・
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

　
１
月
18
日
（
水
）

・
富
士
吉
田
市
民
会
館
　
１
月
20
日
（
金
）

・
大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
月
24
日
（
火
）

　［
各
会
場
と
も

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で
］

▼
請
求
書
用
紙
の
入
手
方
法

　
市
町
村
福
祉
担
当
課
の
窓
口
で
受
領
又

は
、
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

▼
問
い
合
わ
せ

　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課

　
☎
0
5
5
5
︲
2
4
︲
9
0
4
7

　
１
時
間
　
７
５
９
円

　（
平
成
28
年
10
月
１
日
有
効
）

▼
詳
し
く
は
、
山
梨
県
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
5
5
︲
2
2
5
︲
2
8
5
4

　
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
5
5
︲
2
2
4
︲
5
6
1
1

　
都
留
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
5
5
4
︲
4
3
︲
2
1
9
5

　
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。

　
現
在
丹
波
山
村
で
は
、
入
札
参
加
資
格

申
請
受
付
事
務
を
独
自
に
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
県
内
26
市
町
村
と
5
一
部
事
務

組
合
は
、
平
成
29
・
30
年
度
分
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
共
同
受
付
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
共
同
受
付

事
務
は
、
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

が
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
各
自
治
体
へ

個
別
に
行
う
必
要
が
あ
っ
た
申
請
等
を
一

括
し
て
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
丹
波
山
村
で
も
共
同
受
付
に
参
加
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
請
要
項
等
を
ご
確
認

の
上
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

・
定
期
受
付
　
平
成
29
年
1
月
5
日
（
木
）

　
～
平
成
29
年
1
月
27
日
（
金
）

・
中
間
受
付
　
平
成
30
年
1
月
頃
を
予
定

※�

期
間
以
外
の
随
時
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
申
請
書
等
様
式
の
入
手
方
法

　
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.ysc-yam

anashi.
or.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
申
請
及
び
提
出
方
法

　
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
は
、
電
子

申
請
（
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
）
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

紙
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。）
添
付
書
類

の
提
出
は
、
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
宛
て
に
郵
送
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
4
0
0
︲
8
5
8
7

　
山
梨
県
甲
府
市
蓬
沢
1
︲
15
︲
35

　
山
梨
県
自
治
会
館
2
階

　
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
　
業
務
課

　
☎
0
5
5
︲
2
3
5
︲
3
2
3
7

　
�
0
5
5
︲
2
2
2
︲
3
8
4
6

お
知
ら
せ
　Inform

ation
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

平
成
29
・
30
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
共
同
受
付
に
つ
い
て

山
梨
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　
戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
我

が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦

没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た

し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

す
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別

弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

　
第
10
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
ご

遺
族
に
一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、

償
還
額
を
年
5
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も

に
、
5
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け

る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

1�

、
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方

2
、
戦
没
者
等
の
子

3�

、
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

＊
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

4�

、
上
記
1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
等
）

＊
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
り
ま
す
。

●�

支
給
内
容
　
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

●�

請
求
期
間
　
平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
30
年
４
月
２
日

＊�

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
10
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
生
活
課  

☎
8
8
︲
0
2
1
1

　
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。



	 （9）	 広　報　　た　　ば　　や　　ま	 第 156 号

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題

が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩

み
の
方
は
、
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
お
よ
び
会
場
　

・
平
成
28
年
12
月
3
日
（
土
）

　
大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　 （
大
月
市
大
月
町
花
咲
10
番
地
）

・
12
月
4
日
（
日
）

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）

・�

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
。

・�

１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
と
な
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
　

　
開
催
週
の
木
曜
日
ま
で
に
、
盲
学
校
へ
電

話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
平
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
。

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

▼
費
用
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）　

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

　
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
吉
田

冬
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会

の
ご
案
内

　10月19日（水）に鴨沢
公民館において、「生活習
慣病予防」減塩スキルアッ
プ事業を行いました。減
塩の大切さについて学び、
一緒に食生活改善の為の
調理を行いました。
　食生活改善推進員は、
これからも食事の大切さ
や減塩について、「私達の
健康は私達の手で」のヘ
ルスメートＴシャツで各
家庭を訪問してお伝えし
ていきたいと思っていま
す。一緒に健康づくりを
していきましょう。

　平成28年10月25日（火）、ふれあい交流会を行
いました。季節の歌をうたったり、手遊びをした
り…みんなで力を合わせて競ったゲームは、勝っ
ても負けても歓声が沸き、大きな拍手とステキな
笑顔に包まれました。短い時間でしたが、たくさ

んの人と交わるこ
とができ、楽しい
時間を過ごすこと
ができました。

食生活改善
推進員の活動
食生活改善
推進員の活動

いきいきふれあい
サ ロ ン

いきいきふれあい
サ ロ ン

　6月6日（月）
に役場にて、「丹
波山村歯っぴい
8020達成者及
び6024達 成 者
表彰」を行いま
した。
　8020達成者は、守屋和男さん、岡部カ子さん、
船木トシ子さんの3名の方です。
　6024達成者は、舩木利春さん、舩木かずみさ
ん、岡部睦美さん、岡部守男さん、岡部民子さん、
守屋繁子さん、銭雪妹さん、中間清さんの8名の
方です。
　当日は、守屋和男さん、守屋繁子さん、銭雪妹
さん、岡部民子さんの4名の方が出席してくださ
いました。皆様、おめでとうございました。

「第13回歯っぴい山梨8020達成者」
に認定されました。

岡部カ子さん、船木トシ子さん、守屋和男さん
平成28年11月27日（日）「第33回山梨県民歯科保
健のつどい」の席上で認定式が執り行われます。

丹波山村歯っぴい8020達成者
及び6024達成者表彰
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　急性胃腸炎を引き起こすウイルスで、何度でも感染
します。下痢だけでなく嘔吐を引き起こすことが特徴
でもあります。1～2日程度で軽快することがほとん
どですが、抵抗力が弱い人は、長引くことがあります。

～予防が大切です～
1　�石けんをつかって、しっかり手を洗いましょう。
2　�タオルは別々にしましょう。
3　�食品の中心部まで、しっかり加熱しましょう。
4　�症状がある人は、調理を避けましょう。
5　�便や吐物の処理は、マスク、手袋、市販の消毒剤
を使用しましょう。

　インフルエンザは、温度が低く、空気が乾燥する
12月～3月に流行することが多いといわれています。
集団生活（人混み）の中で、感染が広がり流行してい
きます。インフルエンザは、「高熱」と「全身症状」
が急激に現れることが特徴です。症状が現れたら、早
めに受診しましょう。熱が下がってから、2日くらい
は自宅でからだを休めましょう。

～予防が大切です～
1　しっかり食べる、からだを動かす、ぐっすり眠るこ
とが大切です。

　　体力をつけ、抵抗力を高めておくことで、感染し
にくくなります。

2	 手洗いとうがいは習慣にしましょう。
　　帰宅後、食事の前など、こまめに行ないましょう。
3	 湿度を50～60%を保つように心がけましょう。
　　ウイルスは、温度が低く、乾燥しているところが大
好きです。濡れタオルや加湿器を上手につかって、
ウイルスを寄せ付けない環境をつくりましょう。

4　人混みを避けましょう。
　　人が集まるところ、混雑する時間は避けるなど、
外出時は気をつけましょう。

　　マスクを着用することも効果的です。

◆対 象 者　村内在住の65歳以上の方
　　　　　　（接種時現在）
◆助成期間　平成28年10月1日～
　　　　　　平成29年1月31日まで
◆助 成 額　1回接種に限り、上限2,400円まで　
　　　　　　※2,400円に満たない場合は、実費
◆�丹波山村国保診療所以外の医療機関で接種した
場合も対象になります。
　�該当の方は、役場に領収書を持参し、申請して
ください（申請書は役場にあります）。

◆対 象 者　平成28年度の対象者
　65歳（昭和26年4月2日生～昭和27年4月1日生）
　70歳（昭和21年4月2日生～昭和22年4月1日生）
　75歳（昭和16年4月2日生～昭和17年4月1日生）
　80歳（昭和11年4月2日生～昭和12年4月1日生）
　85歳（昭和6年4月2日生～昭和7年4月1日生）
　90歳（大正15年4月2日～昭和2年4月1日生）
　95歳（大正10年4月2日～大正11年4月1日生）
☆�対象となる方には、12月下旬頃、個別にお知ら
せいたします。
　�ただし、過去に高齢者肺炎球菌ワクチンを接種
している方は、対象外となります。

◆助成期間　平成29年3月31日まで
◆助 成 額　1人1回接種に限り、上限8,000円　
　　　　　　※8,000円に満たない場合は、実費
◆�丹波山村国保診療所以外の医療機関で接種した
場合も対象になります。
　�該当の方は、役場に領収書を持参し、申請して
ください（申請書は役場にあります）。

ノ ロ ウ イ ル ス

イ ン フ ル エ ン ザ

感染症の流行に
気をつけましょう

インフルエンザ
予防接種助成

高齢者肺炎球菌ワクチン
予防接種を受けましょう

　丹波山村の林業の可能性について、役場職員、住民の方を対象に、全国
で林業に携わる方々を講師として村に招き、丹波山村の森林の状況を見て
いただいた上で、講演・意見交換等を行います。
　第１回目として、平成28年９月21日（水）、北都留森林組合の木下栄行
さんから「丹波山村の森の現状」を、自伐型林業推進協会の菊池俊一郎さ
んから「自伐型林業の可能性」を、テーマとして講演いただきました。
　林業について一から学ぶ機会として、非常に貴重なものでした。これか
らも、さまざまな方からのご意見をいただき、林業の可能性について考察
していきたいと思います。

林業研究会
の設立に
ついて

　 1 0 月 2 3 日
（日）、小菅村
にて移動消防
学校・三か町
村模擬火災訓
練が行われま
した。
　８時のサイ
レンに合わせ、
小菅村の金風
呂地区にて火事が起こった想定のもと、三か町
村の消防団が協力し鎮火に当たりました。実際
の火事さながらの緊張感の中、迅速な訓練が行
われました。
　その後、11時より小菅村中組グラウンドにて、
伝統の移動消防学校が行われました。
　丹波山村消防団の日
頃よりの操法の訓練の
成果を披露し、教官か
らのきめ細やかな指導
により更に完成度の高
い操法を繰り広げるこ
とができました。

総合防災訓練総合防災訓練移動消防学校・
三か町村模擬火災訓練
移動消防学校・

三か町村模擬火災訓練 ～身近に迫る脅威に備えて～～身近に迫る脅威に備えて～

地震車体験地震車体験
～身をもって体験～～身をもって体験～

　９月４日（日）、
丹波中学校で平成28
年度総合防災訓練が
行われました。
　８時のサイレンに
より、地区の避難所
へ避難をし、丹波中
学校での総合訓練が
行われました。
　今年は、昨年に引
き続き自衛隊による
カレーの炊き出しや
日赤奉仕団による米
の炊き出し、問診訓

練、救護訓練、消火訓練など３つの班による訓練
が実施され、実際の災害を想定した具体的な訓
練が行えました。
　 訓 練 に ご 協
力 い た だ い た
団 体 の 皆 様 あ
りがとうござい
ました。

　９月15日（木）、山梨県立防災安全セン
ターのご協力により、地震車による地震体験
を行いました。
 保育所・小学校
児童は身をもって
地震の揺れを体験
し、その揺れの激
し さ に 驚 い て い
る様子でした。い
つ地震が起こるか
わかりません。常
日頃から地震へ準
備をし、とっさの
揺れには、すぐ身
を守る行動ができ
るように訓練しま
しょう。

▲ 実際に放水を体験いただきました

▲ ３町村消防団の一斉放水の様子

▲ 防災安全センター職員の方に
　熱心に教えていただきました

▲ 指導の元、机の脚に必死に
しがみついています

▲ 問診作成訓練の様子

▲ 今年はカレーの炊き出しを行いました
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　 1 0 月 2 3 日
（日）、小菅村
にて移動消防
学校・三か町
村模擬火災訓
練が行われま
した。
　８時のサイ
レンに合わせ、
小菅村の金風
呂地区にて火事が起こった想定のもと、三か町
村の消防団が協力し鎮火に当たりました。実際
の火事さながらの緊張感の中、迅速な訓練が行
われました。
　その後、11時より小菅村中組グラウンドにて、
伝統の移動消防学校が行われました。
　丹波山村消防団の日
頃よりの操法の訓練の
成果を披露し、教官か
らのきめ細やかな指導
により更に完成度の高
い操法を繰り広げるこ
とができました。

総合防災訓練総合防災訓練移動消防学校・
三か町村模擬火災訓練
移動消防学校・

三か町村模擬火災訓練 ～身近に迫る脅威に備えて～～身近に迫る脅威に備えて～

地震車体験地震車体験
～身をもって体験～～身をもって体験～

　９月４日（日）、
丹波中学校で平成28
年度総合防災訓練が
行われました。
　８時のサイレンに
より、地区の避難所
へ避難をし、丹波中
学校での総合訓練が
行われました。
　今年は、昨年に引
き続き自衛隊による
カレーの炊き出しや
日赤奉仕団による米
の炊き出し、問診訓

練、救護訓練、消火訓練など３つの班による訓練
が実施され、実際の災害を想定した具体的な訓
練が行えました。
　 訓 練 に ご 協
力 い た だ い た
団 体 の 皆 様 あ
りがとうござい
ました。

　９月15日（木）、山梨県立防災安全セン
ターのご協力により、地震車による地震体験
を行いました。
 保育所・小学校
児童は身をもって
地震の揺れを体験
し、その揺れの激
し さ に 驚 い て い
る様子でした。い
つ地震が起こるか
わかりません。常
日頃から地震へ準
備をし、とっさの
揺れには、すぐ身
を守る行動ができ
るように訓練しま
しょう。

▲ 実際に放水を体験いただきました

▲ ３町村消防団の一斉放水の様子

▲ 防災安全センター職員の方に
　熱心に教えていただきました

▲ 指導の元、机の脚に必死に
しがみついています

▲ 問診作成訓練の様子

▲ 今年はカレーの炊き出しを行いました

▲ 廣瀬只夫さん

▲ 吉野孝子さん

★ ★ ★ ★ 

　押垣外の廣瀬只夫さ
んが10月15日に、鴨
沢の吉野孝子さんが10
月29日に90歳のお誕
生日を迎えられ、村か
ら記念品等を贈呈しま
した。
　当日は訪問した村長・
老人クラブ会長と昔話
や日常生活などに話を
弾ませていました。
　これからも健康にご
留意され、いつまでも、
お元気で。
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　9
月
10
日
（
土
）、
丹
波

小
中
合
同
運
動
会
が
、
丹
波

小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　快
晴
に
恵
ま
れ
、「
気
持
ち
と

美
し
さ
で
感
動
さ
せ
ろ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
赤
白

組
の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　真
剣
に
勝
敗
を
競

い
合
い
、
時
に
笑
い

あ
り
、
涙
あ
り
の
姿

に
、
観
客
も
心
動
か

さ
れ
、
ま
さ
に
ス

ロ
ー
ガ
ン
通
り
の
運

動
会
で
し
た
。

　9
月
10
日
（
土
）、
L
i
n
k
〜
繋
が
る
〜
を

テ
ー
マ
に
第
48
回
清
流
祭
が
開
催
さ
れ
、
全
校

音
楽
、
学
年
発
表
等
、
生
徒
た
ち
の
努
力
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　テ
ー
マ
に
も
あ
る
、
生
徒
同
士
・
先
生
方
ま

た
は
家
族
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り

を
再
確
認
で
き
、
と
て
も
心
温
ま
る
清
流
祭
と

な
り
ま
し
た
。

丹丹
波波
小小
中中
合合
同同

運運
動動
会会

丹丹 波波 中中 学学 校校 清清 流流 祭祭

　平成28年10月20日（木）、成畑地区の畑で保育所児による
さつまいも掘りを行いました。
　保育所のお友達は実りの秋に大きく育った美味しそうな
さつまいもを、たくさん見つけていたようです。

保育所　 さつまいも掘り保育所　 さつまいも掘り秋の

▲ 美味しいおいもだぞぉ～

▲ 最後は、会場全員で大きな輪を作りました！
▲ ２学年発表　

「ヴェーリアスワールド　～色々な世界～」

▲ １学年発表「私たちの春&夏」 ▲ ３学年発表「私たちの修学旅行」

▲ 親子の息を合わせて…

▶ 

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
会
長
に
よ
る

　 

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
発
表

▶ 

今
年
は
３
段
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▲ 白組が逃げ切りました！
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